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た 自然力の強度と社会の防災力と によ っ て決めら
れる。し た がっ て、一定の自然力強度に対する被
害規模 を評価す るこ と によ り，社会の防災態勢の
経年的変化の傾向や防災対策の効果を うかがい知
る こ と ができる。
わが国の自然災害被害の約半分は台風によ っ て
生 じている。台風の勢力は，大型で強い，と いっ
た よう に，台風域の大き さ と中心気圧によ っ て表
さ れる。1946�1988の43年間に，日本の本土に上
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間 に比べ約2. 5倍の死者が生じ てい
る。大 ぎな高潮を伴 うと被害は大規模になる。
死者数D を台風の強度で除し て表 した人的被害
度は，1960年ごろを境に大 きく 変化 し て い る（図1' 図 2 ) 。戦後の約15年間には，大規模な高潮
を伴ったり，あるいは深夜に上陸したりして大 きな
被害を もた らし た台風がかなり あっ たため，被害
度は全般に高 く ，ま たそ の年変動は大き かっ た。1960年代にはい っ て か ら人的被害度は全体の平
均で約1/ 4 に低下 し た。と くに深夜上陸の台風
で低下が著 しく て約1/10 に なり ，一方
昼
間の台
風では約1/ 2 とな っ た。
防災機関に警報の速やかな伝達を義務づけた気
象業務法の制定は1952年のこ と であ っ た。1961年
に災害対策基本法が制定さ れ，これに基づいて地
域防災体制が順次整備 さ れて きた。皇太子御成婚
パ レー ドの放映によ っ て触発さ れ，三種の神器が
も てはやされた岩戸景気の中で，1964年の東京オ
リ ンピ ックを 目指 し て テ レビが急速に普及し た。
テ レビは非常に効果的な警報伝達手段である。ま
た，19 59年の伊勢湾台風大災害は全国の危険地住
民の防災意識を大き く 高めた。こ れ ら の効果が相
ま って1960年 ごろを境に人的被害度が急激に低下
し た も のであ ろう 。
こ れに対し，1960年以降現在ま での30年間，で
は人的被害度に低下の傾向はあ まり認め ら れな い。
と 表 さ れ，ま た，家屋全壊流失数Hはp 2 •5R o • 6






降約 1 / 2 に低下している。
一方，建物被害度は著 し い継続的低下の趨勢を
示 してい る （図3 ) 。 1980年以降では 1940年代後




結 さ れ る よう に な っ た ことにより ，流水な どの外
力に対する抵抗力を大 ぎ く増 し た。二階建の普及




額表示，1 975年価格換算）は， 1 970年以降著 し い
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図 3 台風による建物被害度 (H/P2 • SR O • 6) の経年変化
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図4 台風による公共土木施設被害度 （被害額(1-975年価格換算）／p2 - sR 0 • 6) の経年変化
4 月の地震活動 I
マ グニチュー ド (M) 4 以上の地震は全部で 6 個
観測 さ れた。こ れら の うち，2個は10 0km以深で発
生 した深発地震 （東海東方沖約80km, 深 さ356km,
M4 . 2  · 埼玉ー 山梨県境，深 さ130km,M4 . 2) であ る。
そ の他は以下のよう であ る。焼岳東北麓 ( 1 日02
時41分 ，深 さ5km, M4 . 3) 。御前崎沖20km ( 1 日
- 3 -
16時43分，深さ 31km,M 4. 1) 。茨城県南西部 ( 9 日
00時52分，深 さ46km, M 4. 8) 。乗鞍岳西北麓 (23
日00時59分，深 さ5km, M 4. 5) 。焼岳東北 麓の地
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4. 26�5 .  8 木下武雄 （第1研究部長）
洪水 ・地すべり 等の災害の研究についての講演等
を行う ため （ト ルコ国）
三4 月 3 日 （火）中国科学院副院長ほか
4 日 （水）科学技術庁初任研修 · 
ニ ュー ヨー ク州立大学
チェ ス ター ・ラングウェイ教授
6 日 （金）平塚市総合公園建設事務所（平塚）
9 日 （月） 国会 （衆 ・参）議員の視察
1 0日 （火）海洋科学技術セ ン ター初任研修
米国海洋大気庁




12日 （木）科学技術庁初任研修 ( I )
1 3日 （金）筑波大学農林学系学生一 行
1 6日 （火）国士 庁初任研修
神奈川県公害セ ン ター
18日 （木）武蔵 工業大学教授
25日 （水）中越地区水資源対策協議会（長岡）
